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２
０
１
７
年(

平
成
29
年)

１
月
25
日　

図
書
教
材
新
報　

第
３
種
郵
便
物
認
可

１
．
は
じ
め
に

　　

平
成
18
年
か
ら
発
行
し
て
い
る
『
算
数
ま
る
ご

と
ス
キ
ル
』
は
「
計
算
問
題
は
得
意
で
も
、
計
算

の
意
味
理
解
が
不
十
分
。
子
ど
も
た
ち
が
意
味
を

理
解
で
き
る
教
材
を
」
と
い
う
先
生
方
の
声
か
ら

生
ま
れ
た
教
材
で
す
。
い
わ
ゆ
る
計
算
問
題
が
ず

ら
り
と
並
ん
だ
「
計
算
ド
リ
ル
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
『
算
数
ま
る
ご
と
ス
キ
ル
』
は
修
得
・

習
熟
機
能
を
あ
わ
せ
持
ち
、「
音
読
」
を
最
大
の
特

長
と
す
る
教
材
で
す
。

教材活用シリーズ　  第 96回
☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

「
音
読
」
の
効
果
で
算
数
の
力
を
ア
ッ
プ

　

「
音
読
」
は
算
数
で
は
一
般
的
に
は
あ
ま
り
行
わ

れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子
ど

も
た
ち
が
「
理
解
」
す
る
た
め
に
は
、「
音
読
」
は

大
変
効
果
の
あ
る
学
習
方
法
で
す
。

２
．
て
い
ね
い
な
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
構
成

　

『
算
数
ま
る
ご
と
ス
キ
ル
』
は
、
単
元
学
習
の
内

容
毎
に
ス
テ
ッ
プ
方
式
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
　

ス
テ
ッ
プ
１　

「
で
き
る
か
な
？
」
準
備
ペ
ー
ジ
…
確
認

　
　

ス
テ
ッ
プ
２　

「
声
に
だ
し
て
よ
も
う
」
音
読
ペ
ー
ジ
…
修
得

㈱日本標準

『算数まるごとスキル』

㈱日本標準
企画編集部

　
　

ス
テ
ッ
プ
３　

「
れ
ん
し
ゅ
う
し
よ
う
」
練
習
ペ
ー
ジ
…
習
熟

　
　

ス
テ
ッ
プ
４　

「
た
し
か
め
よ
う
」
確
か
め
ペ
ー
ジ
…
確
認

　

こ
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
、
基
礎
・

基
本
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

３
．
各
ス
テ
ッ
プ
と
活
用
例

　

①　

ス
テ
ッ
プ
１
「
で
き
る
か
な
？
」

　

算
数
は
、
前
学
年
ま
で
の
学
習
内
容
を
基
盤
と

し
て
、
当
該
学
年
の
学
習
が
形
作
ら
れ
る
教
科
で

す
。
そ
の
た
め
、
単
元
に
入
る
前
に
は
、
ま
ず
前

学
年
ま
で
の
学
習
事
項
が
き
ち
ん
と
身
に
つ
い
て

い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
単
元
の

学
習
前
に
実
施
し
て
、
予
め
つ
ま
ず
き
を
発
見
・

治
療
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
単
元
に
ス
ム
ー
ズ

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
算
数
少
人
数
指
導
の

ク
ラ
ス
分
け
の
プ
レ
テ
ス
ト
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
い
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

4-上

３
．
わ
り
算
の
筆
算
⑴

16 3．わり算の筆算⑴

「わり算の筆算⑴」の学習を
はじめる前にやってみよう！

わり算をしましょう。� 〔　　/10〕

1　8/2　 2　9/3

3　24/6　 4　54/9

5　12/4　 6　25/5

7　9/9　 8　7/1

9　0/1　 A　64/8

わり算をして，（ ）に答えのたしかめを書きましょう。　〔　　/12〕 

1　16/3 　　　　   2　38/5

3　51/7 4　83/9

5　35/4 6　62/8

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

▼ 「できるかな？」 準備ページ
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習
で
き
る
教
材
で
す
。
そ
の
た
め
、
理
解
し
き
れ

な
か
っ
た
内
容
も
こ
の
教
材
を
使
う
と
、
子
ど
も

た
ち
に
し
っ
か
り
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、

特
別
支
援
ク
ラ
ス
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
「
算
数

が
わ・

か・

る・

」
教
材
に
し
て
い
く
た
め
に
、
さ
ら
な

る
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

②　

ス
テ
ッ
プ
２
「
声
に
だ
し
て
よ
も
う
」

　

こ
の
教
材
の
最
大
の
特
長
に
な
り
ま
す
。
教
科

書
で
一
通
り
学
習
内
容
を
お
さ
え
た
後
、
こ
の
音

読
ペ
ー
ジ
に
取
り
組
み
ま
す
。
空
欄
を
穴
埋
め
し

な
が
ら
、
授
業
内
容
を
復
習
し
ま
す
。
作
業
が
終

わ
っ
た
ら
、
音
読
マ
ー
ク
に
従
っ
て
、
計
算
の
意

味
や
や
り
方
・
定
義
な
ど
の
文
章
を
声
に
出
し
て

読
む
「
音
読
」
の
実
践
で
す
。
場
合
に
応
じ
て
、「
一

人
読
み
」
、
「
グ
ル
ー
プ
読
み
」
、
「
一
斉
読
み
」
な

ど
音
読
の
形
に
変
化
を
つ
け
、
何
度
も
取
り
組
む

と
効
果
的
で
す
。
教
科
書
の
学
習
だ
け
で
は
理
解

が
あ
や
ふ
や
な
子
ど
も
も
、
音
読
を
し
な
が
ら
次

第
に
理
解
が
深
ま
り
、
学
習
内
容
の
理
解
が
確
か

な
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
音
読
ペ
ー
ジ
は
、
朝
の
学
習
タ
イ

ム
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
き
な
声

で
音
読
を
す
る
こ
と
で
脳
が
活
性
化
し
、
１
時
間

目
の
授
業
に
集
中
力
を
高
め
た
状
態
で
入
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

③　

ス
テ
ッ
プ
３
「
れ
ん
し
ゅ
う
し
よ
う
」

　

教
科
書
の
練
習
問
題
を
終
え
た
後
、
授
業
や
家

庭
学
習
で
再
度
復
習
で
き
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
学
習

内
容
の
意
味
や
や
り
方
を
理
解
し
、
反
復
練
習
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
着
に
結
び
つ
け
ま
す
。

練
習
問
題
で
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
音
読
ペ
ー
ジ

に
戻
り
、
も
う
一
度
確
認
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
『
算

数
ま
る
ご
と
ス
キ
ル
』
だ
け
で
自
学
自
習
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
練
習
ペ
ー
ジ
の
文
章
題
に
も
音
読

マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
文
章
題
の
黙
読
で
は
文
章

を
読
み
飛
ば
し
、
何
に
つ
い
て
答
え
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
問
題
を
解
こ
う
と
す
る
子
ど

も
も
い
ま
す
。
で
も
、
音
読
な
ら
読
み
飛
ば
し
は

で
き
ま
せ
ん
。
文
章
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
答
え
る

と
い
う
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

④　

ス
テ
ッ
プ
４
「
た
し
か
め
よ
う
」

　

単
元
学
習
の
最
後
に
、
全
体
を
振
り
返
ら
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
確
実
な
定
着
を
図
り
ま
す
。
学
習

し
た
直
後
は
問
題
を
解
け
て
も
少
し
時
間
が
経
つ

と
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
間
違

え
た
場
合
は
音
読
ぺ
ー
ジ
に
戻
っ
て
再
挑
戦
で
す
。

単
元
テ
ス
ト
実
施
前
の
復
習
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

　

『
算
数
ま
る
ご
と
ス
キ
ル
』
は
学
習
内
容
の
意
味

や
や
り
方
を
、
音
読
を
し
な
が
ら
て
い
ね
い
に
学

4-上

17
3．わり算の筆算⑴
1. 何十，何百のわり算

何十のわり算

何百のわり算

　　60本のえん筆を，3人で同じ数ずつ
　分けます。1人分は何本になりますか。

　　800本のひごを，4人で同じ数ずつ分けます。1人分は
　何本になりますか。

1

2　10本のたばで考えると，6たばを3人で分ければよいから，

全部の本数 分ける人数 1人分の本数/ =

だから，求
もと

める式は，　　/3です。

たば…

本数…

/3=2

/3=

6

60

1　求める式は，

800/　　　です。

2　100本のたば

　4人で分ければよいから，

たば…

本数…

/4=2

/4=

8

800

100

100

100

100

100

100

100

100

答え（  ）本

答え（ ）本

（ ）たばを

▼ 「声にだしてよもう」 音読ページ

▼ 「れんしゅうしよう」 練習ページ

4-上

◆ がある問題は，声にだしてよんでからやりましょう。

27

クッキーのねだんは，あめのねだんの6倍で，120円です。あめの
ねだんは何円ですか。�

　　たくみさんはなわとびを54回とびました。弟は9回とびました。
たくみさんがとんだ回数は，弟がとんだ回数の何倍ですか。

（式・答）各15点〔30〕

　　まきさんはシールを140まい持っています。お姉
ねえ

さんは，まきさんの
　3倍のシールを持っています。お姉さんはシールを何まい持って
いますか。� （式・答）各15点〔30〕

3．わり算の筆算⑴
4. 倍の計算

式

答え

式

答え

1　あめのねだんを　円として，かけ算の式に書きましょう。　〔10〕

2　　にあう数を求めて，あめのねだんを求めましょう。
（式・答）各15点〔30〕

式

答え

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

4-上

30
3．わり算の筆算⑴
わり算の筆算⑴

わり算をしましょう。

　りえさんは本を108さつ持っています。これは，妹の持っている
数の3倍です。妹は本を何さつ持っていますか。

2

5

1

4

6

6

4

9 5

8

2

8

7 2

4

1

1

0 56 3 3
6

式

〔全答（式・答）各10点〕

55この荷物を，1回に4こずつ運ぶと，何回で全部を運び
終わりますか。

式

3 0 4 
3 9 1 2
3

答え（ ）

答え（ ）

▼ 「たしかめよう」 確かめページ


